
大学の
動
き

60th
ANNIVERSARY

創立60周年記念事業

岡山県立和気閑谷高校から
楷の木を寄贈いただく

（2009.12.7）

▲仁科先生像

▲黒正先生像
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創
立
五
十
周
年
記
念
館
に
お
い
て
、
吉

本
興
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
・
吉

野
伊
佐
男
氏
に
よ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
企
画

特
別
講
演
「
笑
売
の
戦
略
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

講
演
で
は
、
吉
本
興
業
の

歴
史
、
現
状
か
ら
将
来

の
展
望
に
つ
い
て
語

ら
れ
、
激
変
す
る
メ

デ
ィ
ア
環
境
の
中

で
、
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
の
笑
い
を

い
か
に
創
造
し
、
企

黒
正
先
生
像
お
よ
び
仁
科
先
生
像
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
創
立
60
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
作

業
に
は
教
育
学
研
究
科
芸
術
教
育
系
彫

刻
教
室
の
上
田
教
授
と
同
研
究
室
の
大

学
院
生
・
学
部
生
８
人
が
参
加
。
手
作

業
で
緑
青
や
泥
な
ど
の
汚
れ
を
落
と
し

ま
し
た
。
最
後
に
は
ワ
ッ
ク
ス
が
か
け

ら
れ
、
二
体
の
銅
像
は
往
年
の
美
し

さ
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
今

後
も
年
一
回
程
度
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

黒正先生像・仁科先生像を
クリーニング

（2010.1.5~2010.1.7）

業
と
し
て
成
長
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
の
同

社
の
戦
略
や
、
同
社
で
は
単
に
笑
い
を
提
供

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
先
に
夢
と
希
望

を
見
据
え
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
笑
い

が
健
康
に
与
え
る
良
い
影
響
な
ど
具
体
例
を

交
え
て
の
話
に
、
聴
衆
は
興
味
深
く
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
企
画
特

別
講
演
は
、
大
学
祭
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
要

素
を
取
り
入
れ
る
べ
く
、
平
成
�6
年
度
か
ら

大
学
祭
前
後
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
も
、学
生
・
教
職
員
お
よ
び
一
般
の
方
々

ら
約
３
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

創
立
五
十
周
年
記
念
館
に
お
い
て
、
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中

の
中
西
哲
生
氏
（
財
団
法
人
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
特
任
理
事
）
に
よ
る
「
ピ
ッ
チ

か
ら
世
界
を
見
渡
し
て
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
、
学
生
、
教
職
員
お
よ
び
一
般

参
加
者
を
含
む
約
３
０
０
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
活
躍
さ

れ
た
後
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
へ
と

転
身
し
、
成
功
を
遂
げ
ら
れ
た
ご
自

身
の
経
験
を
も
と
に
、
個
人

も
チ
ー
ム
も
「
ス
タ
イ
ル
」

を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
、
随
所
に
Ｊ

リ
ー
グ
時
代
の
経
験
や

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の

戦
術
な
ど
も
例
に
し
な
が

ら
、
学
生
や
一
般
の
聴
衆
者
に
も
わ
か
り
や

す
く
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
の

ス
タ
イ
ル
を
構
築
す
る
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

職
種
の
多
く
の
人
と
会
話
を
し
、
肩
書
き
で

は
な
く
自
分
自
身
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後

に
、「
自
分
の
人
生
の
責
任
者
は
自
分
で
あ

る
」
こ
と
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
学
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
講
演
は
、
学
生

の
み
な
さ
ん
に
広
い
視
野
を
も
っ
て
勉

学
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
、
理
学
部
が
全
学
部
間
講
演

と
し
て
主
催
し
、
マ
ッ
チ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ス
の
授

業
で
あ
る
「
キ
ャ
リ
ア
育
成

セ
ミ
ナ
ー
」
の
一
環
と
し
て

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中西哲生氏講演会を開催
（2010.1.7）

本
学
創
立
60
周
年
を
祝
し
、
岡
山
県

立
和
気
閑
谷
高
校
か
ら
「
楷
の
木
」
を

寄
贈
い
た
だ
き
、
記
念
植
樹
式
を
挙
行

し
ま
し
た
。
こ
の
木
は
、
わ
が
国
最
古

の
庶
民
教
育
の
た
め
の
学
校
で
あ
る
閑

谷
学
校
の
「
楷
の
木
」
か
ら
育
苗
さ
れ

た
も
の
で
、
閑
谷
学
校
開
設
か
ら
数
え

て
３
４
０
周
年
を
迎
え
る
同
高
校
で
、

大
切
に
育
て
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

教
育
学
部
本
館
北
側
の
庭
で
行
わ
れ
た

植
樹
式
で
は
、
中
桐
哲
則
・
同
高
等
学

校
長
並
び
に
田
中
宏
二
副
学
長
の
挨
拶

の
後
、土
入
れ
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
田
中
副
学
長
よ
り
、
中
桐
校

長
に
対
し
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
学
部
で
は
、
従
来
か
ら
庶
民

教
育
を
担
う
人
材
養
成
の
志
を
表
す
た

め
、
楷
の
葉
を
学
部
案
内
の
表
紙
に
用

い
て
お
り
、
両
校
の
節
目
と
な
る
年
に

寄
贈
い
た
だ
い
た
「
楷
の
木
」
を
、
��

世
紀
の
教
員
養
成
教
育
を
担
う
教
育
学

部
･
教
育
学
研
究
科
の
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
記
念
す
る
も
の
と
し
て
大
切
に
育

て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

アカデミック企画特別講演
「笑売の戦略」を開催

（2009.11.26）
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津
島
・
鹿
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
女

性
サ
ポ
ー
ト
相
談
室
」
を
開
設
し
、
１

月
��
日
よ
り
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
平
成
��
年
度 

文
部
科
学

省
科
学
技
術
振
興
調
整
費
「
女
性
研
究

者
支
援
モ
デ
ル
育
成
」
に
採
択
さ
れ
た

本
学
の
「
学
都
・
岡
大
発　

女
性
研
究

者
が
育
つ
進
化
プ
ラ
ン
」
の
一
環
と
し

て
開
設
し
た
も
の
で
す
。カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
経
験
を
持
つ
相
談
員
が
、
女
性
だ
か

ら
こ
そ
抱
え
る
出
産
・
育
児
・
介
護
と

仕
事
の
両
立
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど

あ
ら
ゆ
る
悩
み
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

対
象
は
本
学
の
女
性
教
職
員
・
女

性
研
究
者
・
女
子
学
生
で
す
。
男
性

の
方
の
相
談
も
受
け
付
け
る
こ
と

が
可
能
で
す
の
で
、
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

男
女
共
同
参
画
室

 

☎
０
８
６
・
２
５
１
・
７
０
１
１

保
健
学
研
究
科
・
深
井
喜
代
子
教

授
は
皇
居
・
御
所
に
て
天
皇
・
皇
后

両
陛
下
と
の
ご
懇
談
に
臨
む
と
い
う

栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
。陛
下
は
長
年
、

国
内
の
学
者
と
の
私
的
な
懇
談
会
を

持
た
れ
て
お
り
、
こ
の
ほ
ど
、
初
め

て
看
護
学
研
究
者
（
聖
路
加
看
護
大

学
看
護
学
部
長
・
菱
沼
典
子
教
授
、

東
京
大
学
・
真
田
弘
美
教
授
、
深
井

教
授
の
３
名
）
が
お
招
き
を
受
け
ま

し
た
。
看
護
の
質
向
上
の
た
め
に
緻

密
な
看
護
学
研
究
が
い
か
に
重
要
で

あ
る
か
に
つ
い
て
、
両
陛
下
と
の
和

や
か
な
中
に
も
熱
心
な
歓
談
が
予
定

時
間
を
超
過
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

創
立
五
十
周
年
記
念
館
に
て
「
地
球
温
暖

化
対
策
に
か
か
る
イ
ベ
ン
ト
（
表
彰
式
お
よ

び
映
画
上
映
会
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
全
学
的
な
地
球
温
暖
化
対

策
推
進
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
２
０
０
９
年
��
月
�0
日
か
ら
２
０
１
０

年
１
月
��
日
ま
で
学
内
教
職
員
・
学
生
か
ら

募
集
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
ポ
ス
タ
ー
お
よ

び
標
語
の
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
受
賞
者
の

表
彰
と
映
画
の
上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
学
生
・
教
職
員
な
ど
１
０
０
人
を
超

え
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
各
賞
の
受
賞
作

が
紹
介
さ
れ
た
後
、
岡
田
理
事
よ
り
受
賞
者

に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
元
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
副
大
統
領

ア
ル
・
ゴ
ア
氏
が
出
演
し
、
地
球
温
暖
化
に
つ

い
て
問
題
提
起
し
た
映
画
「
不
都
合
な
真
実
」

が
上
映
さ
れ
、
参
加
者
は
地
球
温
暖
化
対
策

の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

首
都
圏
に
お
け
る
学
生
の
就
職
活
動

支
援
お
よ
び
産
学
連
携
推
進
の
拠
点
と

し
て
、
�
月
�
日
よ
り
、
本
学
の
東
京

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
拡
充
・
移
転

し
ま
す
。
場
所
は
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
八
重
洲

口
か
ら
徒
歩
�
分
の
京
橋
共
同
ビ
ル
一

階
で
す
。
本
学
関
係
者
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
・
企
画
部
総
務
課
総
務
係　

☎
０
８
６
・
２
５
１
・
７
０
０
４

自
然
科
学
研
究
科
棟
に
お
い

て
、「International N

ight �0�0: 
M

usic H
arm

onizes the W
orld

」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、

外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー
の
主
催
に
よ

り
、「
音
楽
を
通
じ
、
地
域
社
会
と

の
国
際
親
善
を
深
め
る
こ
と
お
よ
び

学
生
の
語
学
力
の
向
上
の
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
開
催
し
て

お
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
�
回
目
と

な
り
ま
す
。
催
し
に
は
、
留
学
生
・

学
生
・
教
職
員
な
ど
約
70
名
が
参
加
。

第
一
部
と
し
て
、
日
本
人
学
生
の
英

語
で
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
人
留
学
生
の
歌
の
披
露
、

日
本
人
学
生
の
琴
・
尺
八
の
演
奏
、

ガ
ー
ナ
人
留
学
生
の
ド
ラ
ム
演
奏
な

ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
は
ガ
ー
ナ
人
留
学
生

と
参
加
者
有
志
が
と
も
に
ガ
ー
ナ
の

民
族
舞
踊
を
踊
り
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第

二
部
と
し
て
、
留
学
生
と
の
懇
談
会

が
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
英
語
で
の
会
話

を
楽
し
み
ま
し
た
。

地球温暖化対策にかかるイベント
（表彰式および映画上映会）を開催

（2010.1.28）

天皇・皇后両陛下が
保健学研究科・深井教授とご懇談

（2009.12.17）

「女性サポート相談室」を開設
（2010.1.18）

「東京サテライトオフィス」を
拡充・移転

（2010.4.1）

津島地区
利用時間 水曜日・金曜日 

10 時〜12 時 
13 時〜16 時

場 所 環境理工学部2階
キャリアサポート室分室

鹿田地区
利用時間 月曜日

10 時〜12 時 
13 時〜16 時

場 所 医学部記念会館3階

インターナショナル・ナイト
を開催

（2010.1.9）

【ポスターの部】
最優秀賞：橋ヶ谷　佳正

（大学院教育学研究科教授）
優 秀 賞：稲岡　加奈子（教育学部学生）

松川　雅哉（文学部学生）

【標語の部】
最優秀賞：金谷　至子

（学術情報部情報企画課一般職員）
「学内みんなで声かけて　進めていこう

エコ活動　青い地球を守るため」
優 秀 賞：星野　航（農学部学生）

黒川　正宏
（環境理工学部技術専門職員）




